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ア　ピ　登行記(1)

同志社ヒマラヤ遠征隊

平　　林　　克　　敏

今度の遠征くらい期日におわれた遠征は､他に

ないと思う｡ヒマラヤへ小さな探査とか学術調査

ならともかくとして､ 7000米の巨峰アピに護るに

は､まったく劇的な仕事だった0

12月25日に大町を8時30分の準急で上京し､それ

から3ケ月の間にすべてをやらればならなかった

実際のところ正式な外貨枠が決定し渡航手続をし

たのは1月26日である｡ヒマラヤに行く事を夢見

て同質も申請した印のある書類､手続､力法は､

なんとか解かっていたので誹れの手もかりすにす

べてを進めた｡

マナスル遠liE以後今日まで､つるペ縄式の､ヒマ

ラヤ遠征の伝統を､まもり続けているのは､私に

は少なからず不満が有った｡つまり､マナスル探

盃をきっかけに､ブリガン谷を中小としてヒマル

チユリ､ガニシユ､ランタン､シュガール｡ヒマー

ルと､カトマンズ､ポカラの同族が10隊近く日本

から入っている､たとえ末登のi打があるからとい

ってジユガール､ランタンの谷は吐めてもらいた

いものである｡もっと他にバイオニヤー精神の端

を榛える場所がある様に思う｡

日本人の誰れかが行って来て､写真を見､計画白

樺まで､そっくりそのまま､インド､ネパール捗

外事涜関係の仕事の方法もマナスルの時のおぼえ

が受けつかれ.ウイロを払う所､人まで足ってい

ると云うのでは､山を替る人達の持つ､創進の糖

種と興るのではないだろうか｡大名行列を安泰にお江戸

入させるTr.場の人が多すぎる為か､後から､ついて行く

足軽にも似合ぬ､隊員達の不勉強の為か､日本からの遠

征の立案､企画には､ 3種類の馬が競争している様であ

るAACKを中心とした競争馬にはにつかぬ､ホワイト

へリス､カラコラム族と､ J､A､C(日本山岳会)を

lil,LAとした駄馬の様に力強い､マナスル三ILl族｡新入り

の競争馬でスタートの時､後ずさりする全日本山岳連鞄

のジュガーIレ族である｡この3族が､遠征の外貨をめく

って毎年の櫛こ争っている｡

その中に地方田の新入りが､たまたま頭を出す｡この連

山は競争馬ではなく曲芸馬である｡自分達のヒマラヤ夢

艦の鵜､学術調査に､名をかりて､ ○○尋問の何々博士

と云う曲芸馬の後に乗り込み､人参を棒の先につけて走

らせる､人参たべたさの馬は屯街の隊員を乗せて調査に

ベースキャ　ン　プにて

出かける｡この種族は最近増々多い様である｡

しかし草競馬の天才かたまたま都入りして賃金をかっさ

らって引き上げる､天才馬が現れたのは今年である｡慶

応大学のヒマルチエリーと､同志社大学のアピである｡

同じ様な天才馬でも質的にまったく異っていた様に繚う

慶応の隊は､商きを困難を､ひそかにみつめるスマート

な､遠征隊であった｡しかし私達は初めから変っていた

商い山と言うより､日本人のあまり入っていない地力､

それも自分達の欲求を十分にみたしてくれる僻地にした

かった∩

アピ登山許可が降った時.私は何か満たされる様な想い

で日本を出発したo

許司がネパールから降っても､かならずしも入国出来る

場所ではない事は初めから､わかっていた｡つまり戦後

外国人の入国を許さないインドのフルモラ以北の特別国
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墳地帯(インナーライン)をどの様に通交するかと云う

撃で､頭が満かっだ｡アピが処女地として､いまだに､

のこされているのは､この点に問題があったのだろう｡

ネパール政軸,こは､ネパール国内を通りアピに行く事が

出来るとでたらめの地図を作って申請した｡もとよりネ

パールの様に未知の地力の多い国だけに､あっさり許可

してくれたのだが､我々が書込んだネパールの道は絶対

に通交出来る様なものではなかった｡

さらにインド政符にはネバー/レ国からアピ登山の許可を

もらったがネパール内に道は､無いから､なんとか特別

国境地区を通してくれる様にとずるく､立廻る輩にきめ

て出発した｡

3月1日徹夜一週間で創り上げた荷物約3屯を､神声港よ

りサンゴラ丸で出した｡

この頃外竃はネハール政晴が正式に同志社大学遠征隊に

許可を下した事を報じた｡しかしニユデリーの大使館か

ら外務省にとどき､在インド大使館でピサーを受取るま

でには10日以上必要とした｡乗船するアイベリヤ号が神

戸を立つ3日前の金曜日､私は伊丹飛行場から羽田へ飛

び､外携省で､ネパールから正式許可をまった｡しかし

夕刻5時に入った外電を英訳しタイプして､インド大使

館に行く軍は不可能であったし､おまけに土曜日は休み

と言う事になっていたから､インドのビサーはあきらめ

､イギリス大使館で香港ビザ一客もらい､すべては番緒

でするか､出発の朝神戸でする以外に･/まか,_I 'iこ｡

出発1日前の日曜日､徹唆続きの体を飛行によこたえ､

大阪に帰り､インド国.AJで使用したり､ぽんさん会に出

席する服とか､下諸の類をトランクに詰める買物に二人

で走り歩た｡京阪神に家到.与つ隊雪がうらやましか･_た

家を出てから4ケ月一日も休む事なく動き続けた｡

出発の朝私は神戸のインド領事館に行

き､全員の入国とサーを受取り､アイベ

リヤが出港する5分前に､豪華船のクラ

ブを上った｡デッキに出た晴;*親に､第

四トッテから巨大な船体をはなしてい

た｡なんと多忙な毎日であったろうら

カルカッタのグムダム飛行場へ請いだ

時は3月19日夕刻1用事を廻っていた°ち

や･つかりした隊員ばかりの我々の隊は､

どんなにうんとうな､イント税･姐でも誰

れより早くすませてしまった｡むし轍呂

の様なあっさ､契約したホテルまでの適

には､有名なインド乞食が疎を波べて道

端に稜ていだ｡話しでは闘いだが､なん

とこそまつな国である事かと､これから

半年のインド生活の前途にいやけがさし

てしまった｡私達の遠征隊は西北インドからネパールに

入る為恐しくめんどうな問題が有った｡力1-マンズの主

都へ行きニユデリーに飛んだ｡

3月20日　ガ/レツエンがカルカッタに妻と愛子を伴って

やって来た｡我々のポチIレに一室を契約しておいたのだ

が､やはりホテルよりシェルパ一間仲の宿が良いと見え

ホテルで打合せ遊んでは夕刻帰って行く｡ガルツ工が来

てから､擾応隊のラクバツエリンとかラクパ･クーノル

プ､パサンとたくさんの仲間が来てくれた｡これから二

ケ月共に山に登る友である｡

めんどうな手続も済みカルカッタ､ハウラー駅から荷物

を帯革積し､ 1等席にもたれて私と村上をのこす全員が

出発して行った｡ただ一人先発隊として西北インド鉄道

の最終地点のタナカブールに行っている寺陵と合流し､

そこから､さらに蜜林を二日横切って自動車の終点であ

り､インド文明の終点でもあるピトラガーフに､クリー

(人夫)を集めに行く横､ガルツエンと寺阪にたのみ､

隊長と堰西は荷物のピトラガーフ集結を行った｡

私は残務を済ませ一人で本隊の後をおった｡野象が歩き

ラクダの隊のみえるインドの平原を西北にむかって二日

走った0 4人一組コンパートメントの1等車には､シャワ

ーWCが別室に付いており､頭の上で6台の扇風機がま

わっている｡窓の椿はさながら､鉄格子の暗室の様だ｡

この大平原の紗ほこりに歯ぎしりしなから､クナカブー

ルの最終着駅に着き､本隊と合統した｡

これから密林を通りチベット的な大平廉の南台に上り､

さらにカリ河の国境線を､チベットへと行かねばならな

い｡このキャラバンでは実に様々な事象とか民族民芸に

接した｡そうして白と黒のあの露骨できびしい氷のiJlへ

と行ったのでぬる｡ (遠征隊部隊憂･大町南北原町)
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夏　山　を　顧

針　ノ　木　小　屋

ここ数年兼ねたくしの夏は針ノ木で始まり針

ノ木で終る｡

六月末日の小屋開きから･八月末日の小屋仕

舞いの日まで､まる二ケ月間針ノ木小屋で小屋

番をさせていただいている｡

夏も終り家に帰ったわたくしは､過ぎ去った

夏を時折日記を開き思い出す｡

二ケ月とはいえ､今年も数/{のi靴朝がある

六月二十六日

小屋開きの目､早朝小屋主のMさん宅へ向う

めずらしや､まさか今年はと想っていたK氏の

顔がみえる､ ｢どうもこの季飾こなるとどうし

ても我慢出来なくてね｣と授業も一週間程エス

り　み　て

小　日　向　忠　夫

ケープしたとの印｡

L氏､ T氏､の顔がみられぬのか淋しいが｡

L氏は教育実習の終り次第L月半ばには来る曲､ T氏

もその頃｡

心配した雨(遺憾なか,う､針ノ木の小屋開きの臼は雨

天が多かっだ｡ )もなく､スノースに仕部はかどる｡

丁度今日はサマースキー大会とかち合い､二､三の友人

に会う｡それにしても雪が例年よりすく､八月に入って

の飲料水のことが懸念される｡

峠の小屋まで大勢でポッカし､我々-/●人の小屋番を大

沢小屋に残し割吊るo

急に頼家感が身をよぎる｡

六月二十八円

大沢小屋の鰹理も-一蘭管つい,tので､畦の中庭を羅臼さ

にK氏と登る､今夏はじめての客あり､柵営野菜の雷●ソ

カが遅れていて脚部i･の実に因ったが､ふと山菜を射､

出し例年の場所へ取りに行く､季蹄少し早いので心配

したが､アザミが五､ 7°ttシーf-に伸びていて助かるo

客は明朝五色までとの臣しばし談話の後明日の畠天

を祈り床に入る｡

七月十日

登山客の訪れは､今日L,irtj,!､らと.1㌧.てい/-こ,'･'. ･今'-r'i'ま

六月のうちからほほ'i').日河出) I,'字,FJ､37,る｡巌脾勘の混鮒,-i･

さけ静かなl_Ll登りを楽しみたいとの柱｡今が一番iJ,､告

咲く椎の数も摺し､見渡す帖I/も夏の装,-+整え-,Lf曇詰,.1

七月二十日

針　ノ　木　岳　頂　上

大沢小屋に屠るB氏よりラブレターあり｡

文面に円く､ ｢･･････前略･･････このところ､大沢支店泊

り客も少く暇にまかせて料理三味にふけりおりましたと

ころ､その罪の報いで｡小生昨夕より厳かなるシンポニ

イ奄美ではじめ､今朝がたクライマックス､今､夕闇せ

まる頃漸く第三楽章も終り､終曲に近つきつつあるも､

大演奏の後故､その身思うにまかせず･･････云々･･････｣

B氏シンフォニイを奏でるのもよいが､ ｢運命｣にな

らぬようにと返信をかく〇

七月二十四日
-ノ越よりの善光寺さん(夜も遅く牛に引かれるかこ

とく来るお客さん劉乎んでいる)四人あり｡

この客人､得々として今日の行程の辛ちぎを先客に語

る｢熊瑚な行程は事故のもとですよo ｣

と言ってみたが､今日の輝かしい(?)興奮さめやら

ず､ ｢いや､大丈夫ですよ､わたしたちは慣れてますか

T.､ ｣ときた｡なにが大丈夫なものか､他人がみてさえ

分る被等のパテ万をその本人が気がつかぬとは､こいつ

あ重症だ〇

八月十日

毎日の許なから､客を送り出した後のなにがまっとし

た｡またなんとなく物淋しいその空疎さを､断片的に思

い出す過き去ったその日､その日の人恋しさでのみ紛わ

ず自分｡

廟の一博､今日は,､イドンの弦楽四i重奏曲｢日の出｣

を耳こし､欲をいえは~二一ピーのほしいところなれと､
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番茶に紫煙をくゆらせいくぱくかのムードをつくる｡

八月二十五日

すでに客数も破り､静けさを取りもどした峠､あの見

事な紫色を誇っていたトリカブトにも衰えの色が見え､

ナナカマドの紅葉が目たちはじめた｡

九月三日

小屋じまいの前日､最後の客がドイツ人一人､富山か

ら五色を径て来た由､日本語が全々話せず仕方無くで氏

とうろ覚えの独語で話してみたか､発音が惑いのかさっ

ぱり通じない｡縞馬これも怪しい英語と混ぜ合せて漸く

烏　帽　子　小

宴銀唖縦走路の基点､烏帽子小屋か建設されたのは大

正13年8月である｡又大正15年8月には三傑蓮華小屋が

新設されようやく裏銀焼縦走が完全にできるようになっ

た｡

当時は山を訪れる人も少なく一夏に100人を越えるよ

うなことはなかった､だから山小屋を経営しても､採算

があわなかった｡昭和の7､ 8年頃からようやく登山者

も増して来たと思った頃､戦争がはじまり､それと共に

又客足が少なくなって行った｡小屋番といっても､お客

のない小屋番はヒマなもので､薪を取りに行ったりして

ノンピリしたものだった｡

終戦後になって､ポッリ､ポッリと客が増して来､今で

は大変なもので､どこの山小屋でも増築､増築で多忙の

ようであるo

うちの小屋も､最盛期には既設の建物では間にあわぬの

で韓会を作って入り切れない分をまかなっている､来年

蔓には新築をしたいものと思っている｡又烏帽子に登る

までは､ブナ坂があり､時速1キロといわれているアル

プスの三大登りの一つに数えられている｡濁沢から6キ

ロの道に水がないのが又苦労の一つである､だが2200メ

ートルの三角点より少し下れば薄氷が流れ､ロの渇いた

時の一口は終生忘れがたい味がある｡

うちの小屋は稜線え出ればすぐ下にあり限前にと薬師赤

牛か広がっている､又前烏帽子までの道にはコマクサが

咲きいて､ダケカンバ､ツガなどの枝よりが面白く鳥掴

子庭園などと呼んでいる｡それも7月には南沢までの間

にたくさんの池がそれらのかげに出来るので､何んとも

いわれない味がある｡又裏銀で有名なのに遭難がある｡

毎年登山者が増すと共に2件や3件は一夏にある｡天候

の悪い中を止めるのも聞かず無理をして出かける､装備

が軽装で､ハイキングの様な気特で乗る｡裏娘は天膜さ

どうにか｡

明日は大町へ下るとの事､疲れたとみえてすでに高射

ではごゆっくり､ Cute Naht./

九月四日

小屋じまいの日､峠吹く風も秋めき夏の終りを告げる

かのよう｡

二ケ月の山生活を終え､つつがなくすごせた仕合せを

胸のうちに､針ノ木の小屋を後にする｡

(針ノ木小屋小屋蕃)

屋

上　条　鉄　-

え気をつければ遭難を起すような縦走路ではない､ ILiを

楽しみに来るのは大変結構なことだと思うが､自分の命

の万も大切にしてもらいたいと小屋番をしていてつくづ

く思う｡

又友達と一緒に山に来て､友達がへばってしまい､そ

のまま自分だけ小屋にたどりつき､友達は死んでしまっ

た｡翌日一緒に行って友達の変りばてた姿を見ても一向

平気で､その時の状況を説明しいかにもしかたないと云

うような態蔓でいるときには､ぶんなくってやりたいよ

うな気もし､死んだ友人には気の毒な様な気もする｡

こんな友達と一緒に来た日には､安心､してザイルを結ぶ

なんてことは考えられない､山に来る人も変れば変った

ものだと思う時もある｡

秋の客の少ない時に夕飯後､小室のいろりはたで､お

客と話しをすることもある｡今の山小屋は山の味を楽し

むなどということはなくなったと､なげく客もある｡

いろりはたで､お茶をのみながら､山菜の話しに､つ

りの話しに夜のふけるのも知らずに話した苦がなつかし

い･････････今の小屋は何んでもかでも事務的につめこまれ

山の味が半減している｡そして静かな､本当に山小屋の

味のある小屋は少なくなって来た･････････とo

これは時代の縮れで､しかたもないような気もするが

そう云われてみると.何んだか昔の小屋の時のことなど

を考えさせられ､なにか来る客にもゆったりとしたとこ

ろが多かったように思うo

今もお茶をのみながら原稿を書いていると､いろいろ

と昔のことが､思い出され､何から書いて良いやら､と

思いだすまま､感じたままに書き留めた｡

(烏帽子小屋主人)
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思　い　出　の

快的な秋山
白馬三山に初雪が来たという話を聞くのはたいてい9

月下旬から10月初旬である｡その年も(多分昭和3年頃

)幾分早目の初雪の訪れをきいては矢もだてもたまらぬ

衝動にかられて同行5名で遠見の尾根をめざして登った

丈なすすすきやぶをこね分けて朝霧にぬれ乍ら登る山

路もまた快的であった｡あけびやぶどうの熟れているiJI

腹で昼漢のゆめを楽しみ乍ら遠見小量へ着く｡何はとも

あれ火をたきつけて､やかんに一本注ぎ込んでおかんを

温める｡はるかに白馬三田は醇化糎の新雪におおわれて

いる｡夕刻ともなれば気持よい肌寒さを感じて来る°そ

の程度の寒さに丁度似合いの酒のかんがつき､路々採り

集めて来た雑きのこの味噌汁がまた何ともいわれぬ秋の

味を感じさせてくれるo

呑むほどに酔うほどにいゝ気特になって炉端にころり

と横になる｡そこへふとんを引っ掛けて朝までくっすり

岩ひばりやら､みそきざいやらが鳴き出す頃は酔い覚め

の水をほしくなる頃､丁度東の空から御来光という時間

何んと山はうまく出来ていることかと思うo

本当にくったくなき山小舎の一夜は明けて快晴の秋の

空の下を満山紅葉の遠見の尾根筋を登る｡左はるかに麗

島槍の北壁の下にカクネ里のカールがのぞまれる｡北ア

ルプスの氷河地形でもっとも低位置にあるカール地形で

ある｡その底から北壁の岩壁を見上げて行くと実に素晴

らしい岩壁である｡しかもその上に新雪がふりかゝって

一層すご味を増している｡五竃の姿もいゝし八万尾根の

牛の背のような山肌をへだてゝ見る白馬三田の姿は尚更

よい0

-泊或いは二泊の快的な秋の山旅を試みるならば私は

有無をいわずに遠見尾根をおすすめする｡

辛苦の秋山

少し空は曇っていた｡秋の空だ､降るような時は降

らないもの､晴れた時の万があとは必ず降られるもの

､というような甘い天膜の見かたがまづかっだ｡高瀬

入りを馨りつめて第五の貯水池辺りでは本降りになっ

て来た｡まゝよ今常一夜はこゝで御世話になりましょ

うと水密の社宅に泊めて貰う｡そこはまた山の中のこ

と訪れる人を珍らしくもてなしてく

に甘えて風呂上りで一杯､山菜のつけ物､岩魚の塩焼

き､いやまことに山の珍味でおもてなしを受ける｡

秋　山

平　林　武　夫

朝起きてみると高瀬の谷は一画の霧､大ぷ寒いが天気

は大丈夫だろう｡

蕪岳の頂上を越して申房泊りというのかその日の日程

人通りの少いコジ沢を登り初めた｡燕岳だなんといって

馬踵にしてはならない｡高瀬へ向って流れる沢の漂いこ

と又復雑なこと､急暇なこと､漸く雨のしづくにぬれた

薮くくりを抜けて山腹にかゝると昨夜の雨は山では雪､

最初はべた雪であったのか段々と雪壷も多くなり第-困

-_.たことはあやしけな山道が雪でどこかえ消え去ってし

ま-_たことだ｡まあどうにか感で新雪を踏み分けては登

ってみるものゝすぐ壁に突き当･=･てしまう｡又引きかえ

す､何とか進路をさがし出す｡又突き当る｡漸く熊かか

もしかの通ったあとに出合う｡人間だって這えば熊位の

もんだ｡熊の通ったあとを人間の通れぬことかもるもん

かと這い出してもみる｡雪はすでに胸まである｡ラッセ

ルの交替もなかなかのこと､漸く夕刻の空摸様は一入寒

気が強くなる､腹をこしらえて元気づけ乍らともかく尾

根筋をさがす､すでに時間は午後七時をまわっている｡

しかし雪あかりでそう暗くもないのがもっげの華､やっ

とのことで這松の尾根筋に出る､尾根筋はるかに燕岳の

頂上の岩が見える､その時の嬉しかった塾､しかし頂上

まで二時間の新雪をかき分けて登ったのは辛った｡

困ったことは燕山荘には泊れす仕方なしに申房に下る

べた雪のあの樹林の中の晴夜の道を想擬され匿い､滑っ

ては転び起きては転び､よくも人間の身体というものは

こわれてしまわないものだとつくづく感じる｡

中房へ窟いたのが午前一時､辛苦の秋山であったoこ

れも昭和1 2年頃か｡

(大町第二中学校憂　大町山岳会畏)
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岩石薄片の顕微鏡観察

大　町　附　遁

蛇　紋　岩(

今度は大糸線を北へ向って進んでみましょ

う｡四ッ谷附近では､平川と松川の鉄橋を渡

ります｡この河原には､裏白な石が半分位で

あとは黒つばい石ばかりで｡河原の紗も灰色

がかゝています｡この黒っほい岩石のなかに

緑や青疎かかゝつてねっとりとつやのあるな

めらかな石があります｡これが蛇紋岩です｡

平川や松川の上流の八万山や大目向山､栂池

附近などは､蛇紋岩からできていて､花間岩

の白い険しい山とちがって丸くずんぐりした

ゆるい山を作っています｡もっと北へ行くと

南小谷から平岩にかけての大糸線沿線に沢山

の舵紋岩があります｡雨の降るだて舟こ地滑り

で大騒ぎを起していますがこれはほとんど蛇

の岩石(2)
SERPENTINITE)　太　田　昌　秀
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紋岩のしわざです｡

八方山へ登ったら足元の岩石に注意してみましょう｡

表面にぷつぷつがある黒っほい岩石ですね｡手にとって

みると重い感じがします｡これは､花崗岩(みかけ石)

などの白っぽい岩石に比べて､蛇紋岩は比重が大きいか

らです(花崗岩の比重-2.7.蛇紋岩の比重-3.0以上

)ハンマーでたゝいてもなかなか割れませんが､けっし

て堅いのではなくて､柔かくねばっこいのです｡だから

山靴の鋲でこすっても､すくにすじかつきます〇八万山

で雨にあった経験のある人は､誰でもあの赤土のぬるぬ

る滑る道を想い出すことでしょう｡蛇紋岩が風化すると

あのような水を吸いやすい粘土ができて､雨や雪解けの

水が沢山あると､ずるずる滑るようになります｡だから

蛇紋岩の多い地方には地滑りが多く､トンネルなどの土

木工轟をするときには､掘るほじから滑り出して瑚れて

しまいますので､蛇紋岩は土木屋さんに一番ざらわれて

います｡

顕微鏡でこの岩石をみると､細かい小片状の鉱物がい

っぱいに組み合っています｡これは蛇紋石という鉱物で

水を含んだマグネシウムや鉄の珪酸塩です｡この外に緑

泥石とか角閃石などが含まれています｡これらの鉱物も

みんな鉄やマグネシウムの含水珪酸塩です｡この岩石の

別の部分で､比較的固い部分を顕微鏡でみると､カシラ

ン石や輝石のような水を含まない鉄､マグネシウム､カ

ルシウムの珪酸塩鉱物がわずかに残っていることがあり

ます｡そのことから､この蛇紋岩は､もと水を含まない

鉱物からできていたと考えられます｡このよなもとの岩

石をカンラン岩といいます｡この岩石は鉄やマクネシウ

八　方　山　の　蛇　紋　岩

ムやカルシウムを沢山含んでいるので､岩石の中では最

も重いのです｡これに比べて､花崗岩は石英や長石(ア

ルカリ金属のアルミナ珪酸塩)からできていますので､

重い金属元来は少く､比重は小さいのです｡

白馬岳のお花畑では､よく注意してみると蝋石がみつ

かることがあります｡このやわらかい鉱物も蛇紋岩の中

に含まれているものです｡本来.水を含まなかったカシ

ラン岩が､熱い水溶液にさらされると､カシラン石や輝

石が分解して､水を含む角閃石や緑泥石に変化します｡

これを蛇紋岩化作用といいます｡

地球は､表面に近いところの数十Kmが花崗岩層とい

う比重の小さい岩石の層で作られています｡この下は､

玄武岩層とか､カンラン岩層とか呼ばれる比重の大きな

層があります｡蛇紋岩の元になったカシラン岩は､この

深い層が溶け出して地表近くまで上ってきたものだと考

えられています｡ですから､カンラン岩は非常に深い断

層がある地域などにしばしばみられますが､日本では極

く珍らしい岩石ですo皆さんもどこかで聞いたことがあ

ると思いますが､大町は､フォツサ･マグナという糸魚

川一静岡を結ぶ大きな断層の上にあります(この断層は

日本を東北と西南に分ける大断層です) ｡八万山や北小

谷の蛇紋岩もこの大断層に沿って送入した岩石なのです

この地域の外には､島根県､鳥取県の日本海側と､北海

道の日高山脈の西に沿って分布するだけです｡この岩石

は､クロームやニッケルの鉱床を伴い､白金を産するの

で賢重な岩石です｡聴いて建築材にすると暗緑色の落請

いだ美しい色調の岩石です｡

(北海道大学理学帥地鉱挙教室)
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アカ　ショウ　ビン

長沢　修介
山林の渓谷や広葉樹林､杉林などの良く繁った所に棲息

しているこの烏は入梅時や初夏の頃｢キヨロロー｣と長

くさえずる｡その声坤何とも美声である｡背面は紫色の

金属光沢のある赤栗色をして膜面はやや淡く､大きな境

と脚で赤くざわめて派手な色彩をした烏である｡緋色の

全身をもつので雛鳥､埋々などの万言もあるが菓北地方

では唐辛子のことをナンバンといいこの烏の体色が皆幸

子に似ているところからナンバンドリとも言われる｡又

雨乞烏､水乞烏の別名もある｡この別名は梅雨期の雨の

降る様な天候の時に良く曝るので出たのであろうが水乞

鳥は伝説からも来ているようである｡その伝説は､昔､

親不幸な娘が母親の死ぬ時に最後の水を与えなかったの

でこの烏に生れ変り､水が欲しくて水際迄行くと緋色の

自分の体が水にうつり､そしてその水が火になってしま

う｡そのためいつまでも水がのめす｢キョロロー､キョ

ロロー｣とないては水を乞うのである｡

悔雨晴の雨のしとしと降る日にはたしかに良く曝る｡緋

I.''～.一..'ltJ'tt''-t'I.llJ～～I･､〆.JS''tJ..tt'.JJ..tJ..tJ-

北ア夏山
反省会行わる

北アの夏山シーズンも-区切つき､秋風が身にしみる

9月20日､大町市観光課主催で夏山の総決算とも云うべ

き〝夏山反省会〝が各関縁者60名を集めて行なわれた｡

今年の特徴としては､今迄は余り知られなかった〝雲の

平〝方面を訪れる人が多くなったこと､登山者の中で女

性が3割を占め､又女性の単数行が目だって来たことで

ある｡大町の観光協会が調べたところによると､今年北

アを訪れた登山者は､嚢銀盤方面が9533名､願島槍が35

00名､針ノ木が7200名となっている(本来の数字はこれ

を上廻る)今年は天候に恵まれたにもかかわらず7件の

遭難が起り7名が死亡､ 1名が重傷を負っている｡又ガイ

ドも近来になく　350人が登山者の案内をしている｡

その後分科会に別れ次の様なことが要望された｡

遭難対簾として､遭難救助には地元の山岳団体が､連

絡､通信には警察が当り､更にはスイスの山岳馨寮のよ

お願い　本紙の購読と希望の万は1カ年購読料17

0円(郵送料とも)を現金書留または郵便営為､

郵便切手で真野東大印南､大町山岳博物館あてご

送金下さい｡　　　　　　　大町山岳博物館

色の大きな蜂を真暗にのはし-i部則こ横間をぬって飛

び､木の枝に止っている時は瞳と体を上下に振る習性が

ある｡湧水地や小渓流でサワガこ､アオガエル､小魚を

取って枝にうちつけて殺して食べる｡食べる時には丸の

みにするのでしばらくして不消化物はペリットとして吐

きだす｡掛澗や浬地に穴をはって白色のピンポンに似た

卵をうむ｡

うな態勢にしたい｡

又今現在はガイドと馨薬が救助に当っているが難かし

い岩場などは地元山岳団体と捉けいして当りたい｡救助

の場合医師の派遇が手間どったが､常時派遣出来るよう

な山岳医師の出動態勢をととのえておきたい｡

冬山遭難の救助のために冬山装備を備え何時でもガイド

に貸出して出動できる態勢にしたい｡

北ア裏振軽の遭難が多い､水晶岳に小屋が建設中(昨

年の台風で捌かい)であるが更に遭難防止の意味からも

野口五郎岳に避難小屋を備えてもらいたい､今迄の連絡

も烏帽子､三供遥撃2小屋の億話も松本局中継のため遅

れていたので大曲自適の亀話にしてもらいたい｡登山者

の受入には万全を期し､針ノ木などの雪渓は刻々と変形

するためベニガラ等をまいて道をはっきりさせたい｡登

山者が増すにつれて近来特に山小屋周辺の汚れ万は目に

余るものがある｡これは厚生省が績恒軸勺にキャンパーの

ために便所､水場等を造るべきだ｡

山麓の受入れとしては､朝早く諾い7こ人のために早朝

食堂を開いていきたい｡
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